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からつくんち一番曳山「赤獅子」（佐賀県唐津市）
　文政 2年（1819 年）刀町の石崎嘉兵衛らにより制作され、今年「生誕 200 年」を迎える。
　当時の唐津は、呼子・小川島の鯨漁の恩恵を受け町人の生活も上向き人生を楽しむ余裕が生まれ、特に裕福な町人たちが財力に物を言
わせて何か大きなことをやってやろうという機運が醸成されていた。
　そういうなかで、刀町が人々の度肝を抜くような巨大な獅子頭を作り唐津神社へ奉納したのが始まりで、以後 60 年の間各町が趣向を
凝らし競い合って次々と 14 台の曳山を製作し脈々と受け継がれた。
　時流に負けず「自分らが自分らの町の歴史を守る」という町人の強い心意気が、「からつくんち」である。　「からつくんちと曳山の話より」

写真提供：唐津間税会
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　福岡国税局間税会連合会（中野文治会長）は 6 月 10 日、福岡市博多区のオリエンタルホテル

福岡・博多ステーションで第 46 回通常総会を開催した。

　当日は来賓として、福岡国税局から小原局長、松井課税第二部長、植松消費税課長のほか、

長井福岡税務署長、坂田博多税務署長、西嶋佐賀税務署長、山崎長崎税務署長、また、全国間

税会総連合会から關口副会長、加藤常務理事、その他友誼団体から、多数の代表のご臨席を賜

わりました。

　中野会長はあいさつの中で、『平成 29 年度以降、全間連の最

重点施策として「会員増強による組織拡大等」「消費税完納運動

の更なる推進」そして「消費税の啓発活動等の拡充」の 3 点が

掲げられております。

　福岡局間連もこれらの重点施策のもと、活動を展開しており

ますが、それを活発に展開していくためには組織の基盤がしっ

かりとしていなければ成しえないことであり、そのためには組織拡大と財政基盤の強化を図るこ

とが重要です。厳しい状況下ではありますが、会員増強に努め、なるべく早期に 10,000 人社を越

える会員数を実現し、消費税に対する理解を深めるべく、今後とも活動の輪を広げて行きたいと

考えております。

　ところで、すでにご承知のとおり本年 10 月の消費税 10％への

引き上げ及び軽減税率制度の導入まで残すところ 4 ヶ月を切り

ました。間税会は円滑な税務運営に協力することを基本理念と

して活動している団体でありますので、軽減税率制度導入に当

たって研修会を開催するなど、制度の周知、理解、啓蒙に努め

ていくことも大切であり、また、それを求められておりますので、

ご理解いただき、これらへの積極的な取り組みもよろしくお願いいたします。』と述べられた。

　続いて議長に同会長を選出して議事に入り、提出 5 議案は、いづれも満場一致で可決承認され

ました。引き続き、功績者、永年在職功労者、会員加入勧奨功労者の表彰が行われ、終了後、小

原局長と關口副会長よりご祝辞をいただきました。

　総会後、小原 昇 福岡国税局長の「Ｇ 20 福岡財務大臣中央銀行総裁会議を終えて」と題した記

念講演会を開催。小原局長はデーター活用・パソコンに対するご見識が大変深く、当該会議の直

後にもかかわらずインターネットの Web 上に作成された資料を用いてご講演いただきました。

　参加者は時間を忘れ聞き入り、最新の話題に大変有意義だったと大好評でした。

第46回通常総会を開催。小原国税局長が記念講演

会員増により活動の輪を広げよう

主　催 福岡国税局間税会連合会
日　時 令和元年 6 月 10 日（月）
場　所 オリエンタルホテル福岡　博多ステーション

第46回通常総会

記念講演会

懇親会
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　本日、ここに福岡国税局間税会連合会の第 46 回通常総会が盛大に開催され、すべての議事が滞りなく終

了されましたことを、心からお慶び申し上げます。

　間税会の皆様におかれましては平素から税務行政の円滑な運営につきまして、深い御理解と多大なる御協

力を賜っておりますことを、本席をお借りいたしまして厚くお礼申し上げます。

　加えて、ただ今、会長顕彰により表彰を受けられた皆様は、これまで会員増強による組織の拡大や消費税

完納運動の推進などにご尽力され、間税会活動の活性化や税の啓発活動に多大な貢献をされた方々でありま

す。

　皆様のこれまでのご功績に敬意を表しますとともに、本日の受彰に対し心からお祝い申し上げます。

　さて、貴連合会は昭和 48 年 3 月の発足以来、消費税を含めた間接税に関する民間団体として会長をはじ

めとする役員の皆さんの力強いリーダーシップのもと、消費税のあり方等について提言活動や、福岡国税局

管内の 31 各間税会の活動支援に努めてこられました。

　また、各間税会におかれましても、「消費税完納運動の更なる推進」や「税の標語」の募集といった税に

関する啓発運動に積極的に取り組まれ消費税に関する正しい税知識の普及や納税道義の高揚に寄与されてお

られます。

　御承知のとおり、本年 10 月には消費税率の引上げと軽減税率制度の実施が予定されています。

　当局といたしましては、今回実施される軽減税率制度及び令和 5 年に導入が予定されている、いわゆるイ

ンボイス制度を見据えて、事業者の皆様に制度の内容を十分理解していただいたうえで、適正な申告・納税

を行っていただけるよう、関係官庁とも連携した説明会の開催や丁寧な相談対応等を行っているところです。

　間税会の皆様には、制度の周知・広報への多大なる御協力に感謝申し上げますと共に一層のお力添えをい

ただきますようお願いいたします。

　今後、少子高齢化が進行する中で全世代型の社会保障制度を築くため消費税の重要性がさらに高まってく

るものと考えられ、間税会の「消費税の会」としての役割は、益々重要になってまいります。

　間税会の活動がより充実したものとなりますよう、従来にも増して連携協調関係を深めてまいりたいと考

えておりますので、今後とも税務行政のよき理解者として、なお一層の御支援、御協力を賜りますようお願

い申し上げます。

　最後になりましたが、福岡国税局間税会連合会並びに管内各間税会のますますの御発展と、本日御臨席の

皆様の御健勝、事業の御繁栄を心から祈念いたしまして、私の祝辞といたします。

〈祝　辞〉
福岡国税局長　　　　　　　　　

　　　　　小 原　　  昇（現　名古屋国税局長）
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　ただ今、福岡国税局間税会連合会第 46 回通常総会の全議案の審議が滞りなく終了され、誠におめでとうございま
す。
　福岡局間連の皆様には、平素から全間連の会務運営につきまして、深いご理解とご協力をいただいておりますこ
とに、心から感謝を申し上げます。
　また、福岡国税局長の小原様をはじめ国税ご当局の皆様には、間税会に対しまして、深いご理解とご指導・ご支
援を賜っております。この機会に改めて厚く御礼を申し上げます。
　本年 5 月から歴史的な皇位の継承が行われ、元号が「平成」から「令和」に改められました。「令和」の意味は、
ある報道によれば、「人々が美しく心を寄せ合う中で、文化が生まれ育つ」と言われておりますが、新たな「令和の
時代」が国民の皆様にとって安全で安心して暮らせる社会となりますよう、先ずもって願っております。
　さて、私たち間税会に関わりが深い消費税につきましては、本年 10 月から税率の 10％への再引上げと、軽減税
率制度が実施されることとなっており、消費税制度も新たな時代を迎えようとしております。
　私たち間税会は、消費税の税率引上げに積極的に賛同したり、推進する団体ではありませんが、少子高齢化の進
展に伴う社会保障財源の確保の必要性や、厳しい財政事情などから見て、消費税率の引上げは、避けて通れないや
むを得ない措置であると受け止めております。
　又、低所得者対策として導入するとされております軽減税率制度につきましては、様々な問題があることから導
入に強く反対して参りましたが、それが実施されることは誠に遺憾であります。
　しかしながら、全間連は税務関係民間団体として、円滑な税務運営に協力することを基本理念としている団体で
あります。したがって、軽減税率制度が適正かつ円滑に実施されますよう、これまでも軽減税率制度の説明会等を
積極的に開催していただくとともに、導入まで数か月となりましたが、引き続き、軽減税率制度の周知活動に取り
組んでいただきますよう、会員の皆様のご理解とご協力をお願い申し上げます。
　また、全間連は、消費税を中心とした間接税の納税者で組織する団体です。その消費税率が本年 10 月から 10％
に引き上げられますと、税収が最も多い基幹税となりますので、消費税の会である間税会の果たすべき役割も、益々、
高まってくるものと考えられます。
　したがって、全間連では、平成 26 年 4 月以降に引き続き、平成 29 年度以降の「最重点施策」、すなわち、1 点目が「消
費税完納運動の更なる推進」、2 点目が「消費税の啓発活動等の拡充」、そして、第 3 点目が「会員増強による組織拡大等」
の 3 点を決定し、取組みを展開するようお願いして参りました。
　これらの最重点施策は、いずれも消費税の関係団体である間税会の活動としては、極めて重要な活動方針であり
ますとともに、本年が間税会活動に取りまして正念場を迎える大切な時期にもなりますので、これまでの取組状況
などを分析・検証し、より実効性のある取組みを積極的に展開していただきますよう、よろしくお願い申し上げます。
　また、従来から大変好評を博しております「世界の消費税」図柄刷込みクリアファイル等につきましては、本年
度においても、少なくとも 100 万枚の作成枚数を確保したいと考えておりますので、引き続き、増刷に取り組んで
いただきますとともに、クリアファイル等のＤＶＤ版による「ミニ租税教室」の開催にも、積極的な取組みをお願
い申し上げます。
　そして、「税の標語」の募集活動につきましては、昨年 2 月から国税庁の後援名義の使用許可をいただいているこ
とを踏まえ、応募点数の更なる増加と、より多くの間税会が取組みに参加していただきますよう、よろしくお願い
致します。
　さらに、いわゆる e －Ｔａｘ（イータックス）の利用促進や、マイナンバー制度の適正利用と周知活動にも取り
組んで参りたいと考えておりますので、ご理解の上、ご尽力を賜りますようお願い申し上げます。
　最後になりましたが、福岡局間連及び傘下各会の益々のご発展と、会員の皆様のご健勝と事業のご繁栄を祈念い
たしております。
　また、国税ご当局の一層のご指導・ご支援、友誼団体のご厚誼をお願い申し上げますとともに、ご臨席の皆様の
ご健勝とご多幸を心から祈念いたしまして、お祝いの言葉とさせていただきます。

〈祝　辞〉
全国間税会総連合会　　　　　　　

会 長　大 谷　信 義
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正副会長・委員会委員合同会議及び理事会を開催

福岡局間連女性部研修会

武雄間税会 研修会報告

　福岡国税局間税会連合会（中野文治会長）は、8 月 2 日福岡市の
TKP ガーデンシティ博多新幹線口で正副会長・委員会委員合同会
議と理事会を開催した。
　ご来賓に福岡国税局の林　清貴消費税課長ほか幹部を招き、正副
会長・委員会委員合同会議では、下記の内容を中心に市丸専務理事
が説明、進行役となり意見交換が行われた。

　　1．全国の局間連の組織状況について
　　2．福岡局間連の組織と運営について
　　3．福岡局間連の規約改正について

　その後の理事会では、加えて下記について活発な意見交換が行われた。

　　4．7 月 25 日の全間連常任理事会の結果報告
　　5．会員増強による組織の拡大、財政基盤の確立強化
　　6．「税の標語」の選考等について

　なお、規約改正事項等については、早急に事務局で改正案等を作成し次回の会議で再検討
することとされた。

　福岡国税局間税会連合会女性部（滝山真弓部長）は、8 月 19 日（月）
福岡市博多区のオリエンタル福岡・博多ステーションで研修会を開
催した。
　局間連女性部会員、単位会の女性部会員、局間連の中野会長、河
野副会長など 60 人が参加した。

　研修は、第一部、第二部とも講師の軽妙でユーモアたっぷりの説明と大型スクリーンでの映像等により進
行され、国の根幹部分である「財政」と「防衛」について、非常に分かり易く知識を吸収できたと研修参加
者に大好評でした。
　また、研修会後の懇親会も女性部らしく、華やかな雰囲気の中親睦を図り、大いに盛り上がりました。

　武雄間税会（桑原泰蔵会長）では、去る令和元年 7 月 22 日武雄
温泉ハイツにおいて、本年度第 1 回目の研修会を開催致しました。
　研修は「キャッシュレス・消費者還元事業」をテーマに、佐賀銀
行営業統括本部ご担当者を講師にお招きし、キャッシュレスの現状
並びにキャッシュレス決済のメリット、及びポイント還元事業の詳
細まで、具体例を交えたきめ細かい講義を拝聴しました。当日は、会員外企業も含め 52 名の参加で、このテー
マに関する会員の関心の高さを実感した次第です。
　また、今回は第二部として武雄税務署法人課税部門ご担当官を講師に、「軽減税率制度」ファイナルチェッ
クと称して、消費税軽減減税利制度並びに軽減税率対策補助金制度の確認も行いました。とりわけ、請求書
等及び帳簿の区分記載、区分経理については、受講者一同真剣に聞き入っておられました。
　当間税会では、秋には恒例となった “ 利き酒会 ” の開催を予定しており、会の活性化と会員相互の親睦に
努める予定です。

活動報告・新着情報

主　催 福岡国税局間税会連合会

日　時 令和元年 8 月 2 日（金）

場　所 TKP ガーデンシティ博多新幹線口

主　催 福岡局間連女性部

日　時 令和元年 8 月 19 日（月）

場　所 オリエンタルホテル福岡・博多ステーション

主　催 武雄間税会

日　時 令和元年 7 月 22 日（月）

場　所 武雄温泉ハイツ

研修会

研修会

懇親会

［研修会１］
　15：00 〜 16：00 

『税務行政の将来像』
　　講師：福岡国税局消費税課長　林　 清貴様

「研修会２」
　16：00 〜 17：00 

『航空自衛隊の組織と任務』
　　講師：航空自衛隊西部航空方面隊司令官　井筒 俊司様

「懇親会」
　17：00 〜 18：20
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福岡国税局幹部　ご紹介（敬称略）
福岡国税局では7月に定期人事異動がありました。

福岡国税局長

吉井　浩
（東京都出身）

昭和 63 年　4 月　大蔵省入省
平成  5 年　7 月　足利税務署長
　　24 年　7 月　主計局主計官（防衛係担当）
　　25 年　6 月　復興庁参事官
　　27 年　7 月　国税庁長官官房企画課長
　　28 年　6 月　国税庁長官官房総務課長
　　30 年　7 月　国税庁長官官房審議官（酒税等担当）

福岡国税局
課税第二部長

新井　卓己
（福岡県出身）

昭和 53 年　4 月　福岡国税局入局
平成 24 年　7 月　福岡国税局　総務部　人事第二課長
　　25 年　7 月　壱岐税務署長
　　26 年　7 月　福岡国税局
　　　　　　　　　課税第二部　消費税課長
　　28 年　7 月　福岡国税局
　　　　　　　　　課税第一部　課税総括課長
　　29 年　7 月　香椎税務署長
　　30 年　7 月　福岡国税局　総務部次長

間税会がお世話になる担当官のご紹介

福岡国税局
課税第二部
消費税課長

林　清貴

（出　　　　身）宮崎県
（前　　　　職）福岡国税局　総務部　事務管理課長
（趣　　　　味）特にはありません。
（座 右 の 銘）人は城、人は石垣、人は堀、
　　　　　　　　　　　　情けは味方、仇は敵なり

（間税会に一言）　
改正消費税の定着には、皆様のお力添えが必要です。
よろしくお願いいたします。

福岡国税局
課税第二部
消費税課
総括主査

西山　貴志

（出　　　　身）佐賀県
（前　　　　職）留任
（趣　　　　味）釣り
（座 右 の 銘）一期一会
（間税会に一言）　
改正消費税の対応について、皆様方のお力添えを
よろしくお願いいたします。
一年間よろしくお願いいたします。

福岡国税局
課税第二部
消費税課
総務係長

錦邉　亮二

（出　　　　身）福岡県
（前　　　　職）筑紫税務署
（趣　　　　味）映画、演劇鑑賞
（座 右 の 銘）よく食べて、よく笑い、よく眠る
（間税会に一言）　
初めて間税会事務担当になりました。
一年間よろしくお願いいたします。
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課税事業者から区分記載請
求書等の交付を求められる
ことがあります。

　令和元年 10月 1日から、消費税及び地方消費税の税率が 8%から
10％に引き上げられると同時に、消費税の軽減税率制度が実施され
ます。

〈令和元年 6月〉

令和元年10月1日から
消費税の軽減税率制度が実施されます

仕入れ（経費）について、取引ごとの税率により区分経理を
行う等の対応が必要となります。

課税事業者と取引を行う場合、区分記載請求書等の交付を求
められる場合があります。

売上げや仕入れについて、取引ごとの税率により区分経理を
行うことや、区分記載請求書等を交付する必要があります。

免税事業者からの仕入れにつ
いても、仕入税額控除を行うた
めには、区分記載請求書等の保
存が必要です。

間税会は軽減税率に反対ですが、知識・対策は必要です。
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　 消 費 税 率 が 複 数 税 率 と な り ま す の で 、 こ れ ま で の 記 載 事 項 に 加 え 、 軽 減 対 象 資 産
の 譲 渡 等 で あ る 旨 及 び 税 率 ご と に 区 分 し て 合 計 し た 税 込 対 価 の 額 を 記 載 し た 請 求 書
等 （  区 分 記 載 請 求 書 等 ） を 発 行 す る こ と や 、 日 々 の 経 理 に お い て 帳 簿 に は 軽 減 対 象
資 産 の 譲 渡 等 に 係 る も の で あ る 旨 を 記 載 す る こ と が 必 要 と な り ま す 。

　軽減税率対策補助金事務局（中小企業庁）では、複数税率への対応が必要となる中小企業・
小規模事業者等が、複数税率対応のレジの導入や、受発注システムの改修などを行うに当た
って、その経費の一部を補助する軽減税率対策補助金による事業者支援を行っています。
　軽減税率対策補助金の詳細は、「軽減税率対策補助金事務局」にお問合せください。

○　税務署での面接による個別相談（関係書類等により具体的な事実等を確認させていただく
　必要のある相談）を希望される方は、最寄りの税務署への電話により面接日時等を予約して
　いただくこととしておりますので、ご協力をお願いします。
○　軽減税率制度についての詳しい情報は、国税庁ホームページ（www.nta.go.jp）内の特設
　サイト「消費税の軽減税率制度について」をご覧ください。

0 1 2 0 ー 2 0 5 ー 5 5 3（ 無 料 ）

　上記専用ダイヤルのほか、最寄りの税務署にお電話いただき、ガイダンスに沿って「3」
を押す（軽減税率制度以外の国税に関する一般的なご質問やご相談は「1」になります。）
と、つながります。

又は
国税庁ホームページ下部の
「▷その他のバナー一覧」

をクリック

QR コードから
特設サイトへ

こちらを
クリック

令和

0 1 2 0 ー 3 9 8 ー 1 1 1（ 無 料 ）



税 情 報 

9



税 情 報 

10



11

 間 税 会 の し お り  
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間 税 会 の し お り  


